


最後に私たちが若者のデーティングトレン

ドについてレポートを発表したのはパンデ

ミックの渦中にあった2年前であり、それか
ら人々の生活は変化しました。Tinderのメ
ンバーは現在自分たちをどう捉え、またそ

の姿勢によって、進化し続ける恋愛と人間

の関係性の認識にどのような影響を与えて

いるのか。こうしたことをよりよく理解するた

めに、私たちは当社のリレーションシップイ

ンサイトの専門家であるPaul C. Brunson
氏の協力のもと、デーティングの未来につ

いての今日における展望をお届けします。

55%

オンラインデーティングは、若者が新しいつ

ながりを作る上で最も人気の方法となりまし

た。最近の調査によると、30歳未満の人の
大多数がマッチングアプリを利用しているだ

けでなく、半数以上（55%）の人がTinderで
出会った人と真剣な交際をしたことがあり、

37%の人がそのような人を知っていると答
えました(1)。マッチングアプリがデーティン

グの世界に足を踏み入れる多くの若者に

とって確かな足がかりとなる中、Tinderは
18歳から25歳の人の間で最も多くダウン
ロードされたマッチングアプリとして、際立っ

た存在感を放っています。Tinderが世界中
で5億3000万回ダウンロードされ、750億以
上のマッチを生み出してきたという事実は、

それが無限の可能性を人々に開き、人間

の欲求を満たしていることの確かな証だと

言えるでしょう。

デーティングルネッサンス
到来！「⾃分らしさ」が
ポイントに

マッチングアプリユーザーのう

ち Tinderで知り合った誰かと 
真剣交際をしたことがある人



Tinderが生まれた時、18歳から25歳だった
人々は、アプリの黄金時代に居合わせた「ミレ

ニアル世代」です。しかし当時、オンライン

デーティングのウェブサイトは複雑で、今に比

べると直感的に操作することが難しいもので

した。Tinderは、パーティや学校のキャンパス、
あるいは街中で誰かにアプローチする時に覚

える不安や奮い立たせなければいけない勇

気を、「右スワイプ（LIKE）」という簡単な操
作で解消し、新しいつながりを作る方法を短

期間で一変させました。自分の交友関係の外

にいる人と出会うことが、驚くほど簡単に、楽

しくできるようになったのです。

ところが、ミレニアル世代が歳を重ね、 Z世
代（現在18歳から25歳の人）が表舞台に立ち、
興味深いことが起こりました。インターネット上

の世界に慣れ親しんでいるデジタルネイティ

ブのZ世代は、完璧に作り込まれたプロフィー
ルや、強力なフィルターで見栄えを良くした写

真を必要としなかったばかりでなく、かつてさ

れていたようなデートでの駆け引きにも関心

を寄せなかったのです。ミレニアル世代を対

象に実施されたアンケートでは、その半数以

上が、今の18歳から25歳の世代は、自分が
その年齢だった頃よりもより健全なデートをし

ていると回答しました。事実、33歳から38歳
の人の4人に3人（73%）は、自分たちが18歳
から25歳の時は、わざとそっけなくしたり、曖
昧な態度を取ったり、複数の人と遊んだりす

る駆け引きは、「普通」のこととして受け入れら

れていた、と答えています(2)。

しかしZ世代は、より正直でオープンであるこ
と、またメンタルヘルスを優先することを大切

にしており、恋愛における振る舞いの許容範

囲も、新たに変化しています。こうしたことが

背景となり、社会では今、デーティング・ルネッ

サンスが起こっています。そしてそれをリード

しているのは、他ならぬZ世代なのです。

現在Tinderメンバーの50%以上を占める18
歳から25歳の世代は、「自分らしさ」を求めて
います。この世代は、それ以前の世代に比べ

てより明確に自己を認識しており、ジェンダー

やセクシュアリティ、デーティングに対する見

方もオープンかつ流動的です。現代の若者は、

恋愛の様相を変えています。彼らは人生設計

やアメリカンドリームといった紋切り型の目標

には目もくれず、伝統的な社会の枠組みに適

応しなければいけないというプレッシャーを自

らに科すこともありません。彼らはデーティン

グに対して重圧が少ないプローチを取ってお

り、それによって有意義かつ多様な恋愛関係

の全く新しい世界を開拓したのです。

そんなZ世代にとって、Tinderは可能性にあ
ふれた場所となりました。一つ誰かとの出会

いがアプリでの数回のメッセージのやり取りに

終わる場合や、一日、一晩、さらには一生に

及ぶ場合でも、若者は従来の意味での「真剣

な交際」をあまり重視しなくなりました。この世

代の「真剣な交際」は、モノガミーからオープ

ン・リレーションシップ、そしてシチュエーション

シップまで、さまざまな形式を取ります。ミレニ

アル世代の間では一夜限りの関係として位置

付けてられていた「遊びの関係」も、Z世代に
とってはデートの過程の単なる一部であり、

レッテル貼りのプレッシャーに煩わされずに人

とのつながりを探っていく一つの方法であり、

恥ずかしがったり周りに隠さなければいけな

いようなものではありません。

若者たちが⽰すデー
ティング成功の鍵は
「⾃分らしさ」



最近の調査では75%の若者が  
「自分の世代は、過去の世代から伝

えられてきたデートや恋愛の常識を
揺るがしている」と回答75%

それでも、今の若者が従来の意味での「遊び

の関係」よりも有意義なつながりを求めている

ことは明らかです。例えば、「恋人がほしい」と

いう目的はTinderで最も人気のある出会いの
目的となっており、これを表明する機能「今、求

めるものは...」を使って自分の意志を表明して
いるメンバーの40%に選ばれています。一方で
「暇つぶし」を選んでいる人は最も少なく、本機

能を利用している世界中のメンバーの13%に
過ぎません(3)。

とはいえ最近の調査では、大多数（75%）の若
者が、自分の世代は過去の世代から伝えられ

てきたデーティングと恋愛の常識を揺るがして

いると答えています(4) 。 結婚というトピック一

つをとっても、ミレニアル世代が18歳から25歳
だった時は短期または長期的な目標における

優先順位で4位となっていたのに対し、現在の
18歳から25歳の世代に対するアンケートでは
10位に下がっています(2)(4)。事実、調査に応じ
たZ世代の69%は、デーティングの常識は現代
のより多様な社会に合うよう刷新される必要が

あり、さらにそれを行うのは自分たちの世代で

あると答えています(4)。

単刀直入に言えば、誰かと知り合うデーティン

グ能力を備え、また楽しんでいるのは、自分の

ことを最も大切にしているZ世代なのです。彼ら
は目的意識や透明性といった性質を重視し、

自己愛や自分自身が満足することを第一に考

えています。18歳から25歳の人の80%がセル
フケアを最優先事項として挙げ、79%がセルフ
ケアに取り組むパートナーを望んでいることは

偶然ではありません(1)。

彼らが世界をより開けた視点から見るために、

過去の常識を拒むことで、デーティングの未来

は変わっていくでしょう。それでは、もっと詳しく

見ていきましょう。



若者の64%が 「自分らしくあるため
であれば 恥ずかしい、または気ま
ずい状況も受け入れられる」と回答

1. 「不完全な⾃分」を
認めて⾃由に

64%

インターネット、特にTikTokがZ世代に大きな
影響を与えたものとして、自分の不完全な部

分を受け入れることが、彼らが最も重んじて

いる「自分らしさ」という価値観において尊い

目標になったことが挙げられます。若者の

64%は、自分らしくあるためであれば、恥ずか
しい、または気まずい状況も受け入れられる

と答えています。恋愛という観点で見れば、

それは相手の愛情表現を理解し、また自分

自身の愛情表現に自信を持つことを意味しま

す。例えば、Tinderメンバーを対象に実施し
たアンケートでは、82%の人が関係を深める
前にマッチ相手の「愛情表現」を知ることが重

要だと答えており(5)、Tinderの自己紹介にお
ける「愛情表現」への言及は前年比で50%増
加しています(6)。そして実際に、72%以上のメ
ンバーが自分の出会いの目的に対して率直

な人を求めていると回答しました(5)。この世

代は、自分自身の不完全で変わった部分を

受け入れることは誠実さの本質的な部分であ

り、パートナーとの信頼を築く上で欠かせない

要素だと考えています。18歳から24歳の
Tinderメンバーにとって、マッチ相手が自分
に合っていたことを示すサインとして最も多く

挙げられたのは、「無理なく自分らしくいられ

る」でした(5)。

誰かと関係を築く際、過去の世代がゆっくり時

間をかけて相手への理解を深めていたのに対

して、Z世代はそこにあまり時間を割かないよう
です。この世代は初めから本当の自分を見せ

ることに抵抗がないので、その上で相手に決断

を委ねます。つまり、自分らしくあるために関係

を手放さなければいけない状況に置かれたら、

喜んでそうするということです。

彼らにとって、デート前に下調べをし、自分の立

ち位置をはっきりさせておくのは「行き過ぎた行

為」ではなく、自分らしさを貫き通すために必要

なことなのです。



若者の多くが「今後
3年から 5年後の目
標について考えたと
きに最も大切なもの
は、自分自身の成
長と 幸福のための
努力」だと回答

priority
No.1

今の若者はメンタルヘルスを最も重視し、

自分に自信を持ち、他の誰でもなく、自分

が自分であることを喜べるように努力して

います。実際に、若者を対象に実施され

たアンケートでは、今後3年から5年後の
目標について考えたときに最も大切なも

のは、「自分自身の成長と幸福のために

努力することだ」と答えた人が39%に上り
ました(4)。

セラピーに通うこと、自信をつけるための

取り組みやトラウマの克服、ヒーリングは、

マッチ候補への最も魅力的なアピールポ

イントとなるでしょう。人生において恋愛

以外の要素を重視している若者が多くい

たとしても、恋愛は自己を発見し、成長す

るためのプロセスとして大きな役割を果

たしているようです。

デロイトが行った最近の調査では、Z世代
が日頃からストレスと不安を抱えているこ

とが分かりました。周囲の環境をコント

ロールすることはできませんが、それに

対する自分の反応をコントロールする

ことは可能です。Z世代の約半数は、いつ
も、またはほとんど常にストレスを感じて

いると回答しています。これは実際にはミ

レニアル世代にも大きく当てはまることで

はありますが、18歳から25歳の間ではよ
り顕著なようです。Z世代がミレニアル世
代と異なるのは、彼らは自分のメンタル

ヘルスとの関わり方、そしてメンタルヘル

スを重視する必要性についてより現実的

かつ率直であろうとしていることです。

デーティングについて言えば、これは約

75%の若者が、自分自身の心の健康の
ための取り組みを行なっている、もしくは

行いたいと考えている相手により魅力を

感じているという事実に現れています(4)。

また「セルフケア」は、Tinderで最も魅力
的な興味の中で4位となっています(6)。で
すから当然、Z世代は自分の精神を消耗
してまでデートしたいとは考えていません。

若者の70%は、デートするのなら、まずは
自分が求めていることをはっきりさせる必

要があると答えています(4)。

2.デートでも、
⾃分⾃⾝を⼤切に



写真4枚以上 
3つ以上の興味

写真認証済み

最低4つの項目 
自己紹介が7文字以上

3.時間を無駄にしない
一年半の間、断続的にロックダウンを経験

した若者たちは、これ以上時間を無駄には

しません。彼らはプラグマティック（89%）に
デートし、失った時間を取り戻そうとしていま

す(1)。 気になる相手への返信の速さについ

て尋ねたところ、Tinderメンバーの77%が
30分以内、40%が5分以内、さらに即返事を
すると答えた人が3分の1以上いました。時
間を無駄にしないという意識は、オンライン

での出会いからオフラインでのデートに移

行するペースを早めました。アンケートに答

えたZ世代の51%は、日々のスケジュール
にデートを組み込む方法を常に模索してい

ると回答しています(4)。世界的に、18歳から
25歳の世代は、33歳以上の人に比べて相
手を無視する割合が32%少ないようです。
これは、前述した内容にも通じますが、若い

世代の方がより真摯に、他人のことをよく考

えていることを表しています。

それでも、Tinderを利用する若者がマッチし
てから実際に会うまでの期間については、

チャットを始めてから数日後に対面での

デートを約束することが最も多いようです。

彼らの大半が、マッチ相手に2回から3回の
デートをチャンスとして与えますが、ミレニア

ル世代の場合は大抵、合格か不合格かを

判断される仕事の面接のような心持ちで、

初デートに臨むようです。

若者たちは、だからといってデートを煩わし

く思っている様子はなく、むしろ新しい人と

の出会いを日々のスケジュールに積極的に

組み込んでいます。マッチングアプリのユー

ザーを対象に実施されたアンケートでは、3
分の2以上（68%）の人が仕事中にマッチン
グアプリを使用していると回答し、32%の人
が仕事がある日にデートしたことがあると答

えました(8)。ちなみに、Tinderの「ボスが来
た」モードは4秒毎に1回、誰かに使用され
ています。

また、Z世代は他のメンバーのプロフィール
をチェックする時に、何を見るべきかはっき

りと分かっているようです。「興味」や「ライフ

スタイル」、「出会いの目的」が群を抜いて

高い順位をつけています。Tinderメンバー
が考える、質の高いプロフィールの5つの条
件はこちらをご覧ください。



4.マニフェスティングの
時代へようこそ
18歳から25歳のメンバーがTinderのプロ
フィールに追加する項目として最も人気なのは

星座かもしれませんが、そこにまた、新しいス

ピリチュアルな項目が加わりました。若者の

41%は、マニフェスティング（自分の願いや夢
を心の中で思い描いて実現を促すこと）は新し

い占星術であり、人との相性やつながりに対し

て、星座よりも大きな影響力を及ぼすと強く信

じています(4)。#manifestationのハッシュタ
グの視聴回数がTikTok上で340億を超えてい
るのは偶然とは言えず、自己紹介にマニフェ

スティングの目標を掲載しているTinderのメン
バーもかなりの数に上ります。自分の内面の

状態を深く自覚している世代にとって、この自

分を助けるテクニックは難しいものではありま

せん。

今まさに大人になろうとしているZ世代は、知ら
ないものに数多く遭遇します。それこそがこの

世代の、人生にどう向き合い、自分自身をどう

表現するか、というマインドセットを形成してい

るのです。パンデミックの結果、ますます立ち

向かうことが困難になった将来の不確実性。Z
世代にとっては、今に集中し、自分の目的に

基づいた思考パターンに頼ることが、その対

処法なのです。彼らは社会的に重要な節目を

経験することができず、過去最大の失業率に直

面し、ロックダウンによる心理的影響から未だに

抜けきれないでいます。そんな彼らは、明らかに

ガス抜きを必要としています。そして多くの人が、

マニフェステーションの重要な信条である、自分

自身の喜びを創造する力の中にそれを見出した

のでした。

若者は、公衆衛生上の危機や気候変動、中絶禁

止、経済の衰退や銃による暴力など、尽きること

のないネガティブなニュースに常にさらされてい

ます。この和らぐことのない不安感は、リスクを避

けようとするZ世代の傾向に拍車をかけるだけで
なく、ポジティブシンキングを通して安心感を得る

ことの必要性を突きつけているのです。



5.若者のアルコール
離れは、流⾏から
ライフスタイルに

若者（独身者）の88%が「今年は

お酒を飲まないデートに興味が

ある」と回答

お酒を飲まないZ世代が急速に増えています。
これは数字を見れば歴然です。若者を対象に

実施されたアンケートでは、88%の人が今年は
アルコールのない状態でのデートを続けたいと

答えており、52%が今年はお酒の量を減らした
いと考えている、または全く飲まないつもりであ

ると答えました(4)。IWSRの飲料市場調査によ
ると、ノンアルコールまたは低アルコール飲料

の販売数は2022年に7%上昇し、売上高は110
億円を超えました。シラフデート、ドライデート、

ソバーキュリアス（Sober Curious）デートなど
呼び方は様々ですが、これはもはや流行という

より、Z世代のライフタイルにおける選択肢の一
つとなっているようです。お酒を飲まない理由と

して上位に挙げられたのは、より確かなつなが

りを築けるから（42%）、安全のため（40%）、質
の高い会話をするため（39%）でした(4)。

現在の33歳から38歳の世代が同年代だった
時に比べて、今の若者がシラフデートを好んで

いることは明白であり、これもまた過去の世代

との決別を表しています(2)。例えば、ミレニア
ル世代を対象に実施されたアンケートでは、自

分が18歳から25歳だった時のデートで最も多
かった選択肢は、バーでカクテルなどのお酒を

飲むことだったと大多数が答えています。お酒

を飲まない今の若者は、代わりにどんなデート

をしているのでしょうか。最も人気があるのは、

公園でのピクニック（41%）でした。それに、コー
ヒーやお茶を飲みながらの散歩（39%）、外で
映画やコンサートに行く（33%）が僅差で続いて
います(4)。

88%

Tinderのプロフィールにおける🍻や
🍷の絵文字の使用率が（それぞれ前
年比で40%と25%）減ったのも不思議
なことではありません(6)。そして飲酒

習慣については、メンバーの72%がお
酒を全く飲まない、あるいはたまにし

か飲まない、とプロフィール上ではっ

きりと宣言しています(6)。World 
Financeは、「Z世代が気にしているの
は、飲酒による精神への負担です。こ

の世代の86%は、飲酒による影響に
ついて考える際に、身体的な健康と

同じように精神的な健康を重視してい

ます」と報告しています。

前述したように、今の若者は自分の

心の健康に取り組むことが恋愛にも

役立ち、セルフケアを大切にしている

パートナーを持つことが良好な関係を

築くうえで非常に重要だと考えていま

す。ですから、この世代がバーではな

くミニゴルフ場（56%）やドライブインシ
アター（34%）をデートの行先に選ぶの
も納得できることでしょう(11)。



6.テクノロジーは
脅威ではなく、
役⽴つツール

マッチングアプリ用プロフィール

の作成にAIのサポートを取り入
れることに34%が同意34%

AIは疑いなく、オンラインデーティングのみな
らず、世界そのものを変革していくでしょう。

だからこそ多くの人がそれについて語ってお

り、Tinderのメンバーも例外ではありません。
実際に、2023年1月1日以降、Tinderの自己
紹介におけるChat GPTへの言及は14倍増
加しています(6)。そしてデートする若者は、そ

のメリットをしっかり理解しているとみえ、34%
の人がAIをマッチングアプリのプロフィール
作成に活用したいと答えています。これは実

際、本当の自分を表現する自己紹介文を書

いたり、写真を選んだりすることは大きなプ

レッシャーを伴うからでしょう。

一方で、チャットボットによって生成されたプ

ロフィールは味気なく、自分のものであっても、

他のメンバーのものであっても興味をそそら

れないと感じている層もいます。しかし、これ

はTinderも同意するところですが、18歳から
25歳の世代のほとんどの人が、ジェネレー
ティブAIは会話の導入に役立つと考えている
ようです。自分のありのままの個性を目立た

せたい、そう考える若者に対してコーチのよう

に振る舞うAIの可能性は、注目に値するもの
です。AIを活用すれば、マッチ相手との共通
点を見つけ出したり、2人にぴったりな共通の
話題を提案してもらったりすることで、会話を

盛り上げることもできます。それによってオフ

ラインデートのチャンスが増えることもあるで

しょう。

また、AIがゲームチェンジャーとなり得る他の
分野として、アプリでの安全性と効率性が挙

げられます。Tinderではすでに安全のための
さまざまな機能で機械学習を活用しています

が、こうした機能をAIを利用してさらに進化さ
せていけば、その影響はより拡大していくか

もしれません。例えば、「不快なメッセージで

すか？」や「本当に送りますか？」といった機

能において、言語をさらに文脈に合わせるAI
の機能は、不適切なメッセージに対する報告

を46%増やすと同時に不適切なメッセージの
送信を10%減らし、メンバーに適正な振る舞
いを促すうえで、すでに大きな役割を果たして

います(12) 。

AIのさらなる活用に向けて大きなステップを
踏む前に、多くのテストや研究、開発が必要

であることは事実です。しかしTinderには、そ
の明るい未来に向かって進んでいくための用

意があります。



7.より⾝近に
なる世界

3人に2人が、「友人関係以外の人や現実
には出会うことのなかった人と より多くの
デートができる」と回答2/3

Tinderのメンバーを対象に実施されたアン
ケートでは、3分の2（66%）の人がTinderの
おかげで自分の交友関係の外にいる人と出

会えたり、普段の生活では決して出会うこと

のなかった人とつながることができたと回答し

ました(4)。これがデーティングに及ぼしたバタ

フライ効果は計り知れません。身近なソー

シャルバブルから人々を解放する実験として

始まったものが、人種的、文化的、地理的に

かつてないほど多様なデーティングへと変化

しました。

実際、自分とは異なる人種や文化を持った人

や、他の都市や国に住んでいる人とデートし

たことのある若者の大多数は、マッチングア

プリを通して相手を見つけているようです。オ

ンラインでの出会いが異なる人種間での結婚

を増やし、異文化間での恋愛を前向きなもの

にする上で役立っているのも不思議ではなく、

なんと75%もの若者がこれに同意しています。
4マッチングアプリのユーザーを対象に実施さ
れたアンケートでは、異なる人種の人との交

際や結婚に前向きだと61%の人が回答し、
Tinderメンバーのうち、約80%が自分とは異
なる民族を出自とする人とデートしたことがあ

ることが分かりました。4地理的観点からいえ
ば、Tinderでの検索距離の設定も、前年比平
均で12%と着実に伸びています。興味深いこ
とに、Tinderでは男性メンバーよりも女性の
方が平均で12%広い範囲で相手を探してい
るようです(8)。

パスポート機能の使用に関しては、この機

能を使用しているメンバーの46%は、その
直後に利用先に旅行しているわけではな

いことが分かりました。これは、Tinderのメ
ンバーが身の回りの交友関係の外で可能

性を探ることに強い興味を持っていること

を示しています(13) 。最も人気のあるパス

ポートの利用先は、ロサンゼルス、ニュー

ヨーク、ロンドン、パリ、そして東京です。18
歳から25歳のメンバーは本機能を平均で1
カ月に9回利用しており、Tinderを使った世
界旅行を最も楽しんでいる世代と言えるで

しょう(13)。

Z世代はこれからも、立ちはだかるあらゆる
文化的、地理的障害を乗り越えようとして

いくでしょう。Tinderのようなアプリは、それ
がなければ考えもしなかった人々とつなが

る手助けをすることで、そんな彼らをサ

ポートしています。



Tinderにおける2021年
以降の男性と女性以外
の性自認の増加率+30%

8.「違い」を越えて
つながる輪

Z世代のオープンな姿勢は、さらなる広が
りを見せます。彼らが大事にしているのは、

個人とその人間性です。これをよく表して

いるのは、アンケートの対象となった人の

半数が、障害がある人やニューロダイ

バージェンスに該当する人と付き合うこと

に前向きであると答えていること(4)。そして

若者が誠実さ（79%）や敬意（78%）、オー
プンマインドであること（61%）といった価値
観に基づく性質を、外見（56%）よりも重視
しているという事実です(5)。

Z世代の違いを認める傾向は、ジェンダー
やセクシュアリティに対してよりオープンで

インクルージブなアプローチをとっているこ

とと一致します。つまり彼らは、この両方に

関して最も流動的な世代であり、

LGBTQIA+を自認している人が比較的多
く、性別に基づいた従来の社会的役割を

受け入れていません。Tinderでは実際に、
LGBTQIA+のメンバーが最も数を増やして
いるグループとなっており、過去2年間で
LGBTQIA+を自認する18歳から25歳のメ
ンバーの数は2倍以上になっています。

また、2021年以降、男性や女性以外のジェン
ダーを選ぶメンバーは30%増加しました。事実、
現在Tinderで最も急速なペースで数を伸ばし
ているジェンダーアイデンティティはノンバイナ

リーであり、これを選択しているメンバーはたっ

た1年で104%も増加しました(14)。

18歳から25歳の若者を対象に実施された最近
の調査では、33%の人が自分のセクシュアリ
ティはどちらかというと流動的であり、29%の人
が自分のジェンダーアイデンティティは過去3年
間でより流動的になったと回答しました。オンラ

インデートは同性のカップルが出会う方法とし

て現在最も普及したものとなり(15)、アメリカで

は、LGBTQIA+の女性同士のカップルは、3組
に1組がTinderをきっかけに生まれています
(16)。

簡潔に言えば、今の若者は想像しうる限りあら

ゆる形で、人のつながりの無限性を認め、讃え

ようと探求をしているところなのです。そしてこ

れは、すべての世代が見習うべきことではない

でしょうか。



9.「デーティング」は、
もう古い？

18歳から25歳の世代が 今求
めているもの 上位3つは仲間、
友人、 シチュエーションシップTop 3

過去の世代が「デーティング」を特に決まった

終着点を持たないカジュアルなものとして捉

えているのに対し、Z世代にとってこの言葉は
何らかの決まった目標（付き合うことなど）に

向かうプロセスを意味し、どこか深刻な響き

を持っているようです。若者はプレッシャーが

少なく、何らかの期待が重荷になることもな

い、友達という関係からスタートすることを好

んでいます。繰り返しになりますが、だからと

いってZ世代が恋愛関係を求めていないわけ
ではありません。ただその定義が異なるだけ

なのです。実際に、18歳から25歳の世代が
今求めているもの上位3つは仲間、友人、シ
チュエーションシップとなっていますが、同時

に64%の人が恋愛がもたらす気持ちの高揚
を好むと答えています(1)。

カジュアルな関係についても、ミレニアル世代

は何らかの恋愛的意図に結びつけて考えるの

に対して、Z世代はまず友人関係から始まるも
のとして捉え、恋愛に限定されない、よりオー

プンな結果に行き着く傾向があるようです。

Z世代は、心の準備ができていない、または求
めてもいない時に、誰かとのつながりを定義す

ることがない言葉を好んで使います。vibing（
楽しむこと）やkicking it（まったりすること）、
deep liking（好きな気持ちが深いこと）、
sneaky link（こっそり関係を持つこと）やシ
チュエーションシップといった言葉は、18歳か
ら25歳の世代が捉えているデーティングのプ
ロセスに、より適したものだと言えるでしょう。

しかし、誤解してはいけません。カジュアル

な関係についても、若者は、第一に求めて

いるのは単に気楽なセックスをすることで

はなく、新しく出会った人と気持ちの結びつ

きを深め、愛情や親しみを感じられる時間

を共に過ごすことだと考えています。Z世代
の人たちは、誰かのことを知り、また深く知

るための機会を持ちたいと、それでも強く

願っているのです。このことを裏付けるもの

として、18歳から25歳の人を対象に最近実
施された調査では、誰かと強いつながりを

築くことを重視していると答えた人が、2020
年以降で10%増加したという結果が出てい
ます(17)。

しかし、別途行われた調査によると、その理

由は大切な人を束縛したり、決まった年齢の

前に結婚することではなく、むしろ純粋に色々

な人と出会いたい（63%）、新しいつながりを
作りたい（61%）といったことのようです(1)。
つまり、どの角度から見ても、Z世代はデー
ティングという多義的な概念を独自に定義し

ているということです。



次世代の恋愛における
Z世代の影響

1. Z世代は最も結婚に成功する世代とな
る。Z世代は自分の成長や心の幸福、そして
恋愛においては正直なコミュニケーションを

重視しています。これは、より磐石で健全な

結婚生活につながる要素です。とはいえ、彼

らは過去の世代に比べて結婚にあまり興味

を抱いておらず、満足できる人生を切り開い

ていくことに力を注いでいるようです。

2. デーティングは「0か100か」の時代に。
Z世代は、有意義なつながりと心身の健康
に価値を置く、新しいデーティングの時代を

切り開いており、従来の恋愛の常識に疑問

を投げかけ、日常生活にデートを取り入れ、

メンタルヘルスを重視しています。

3. 共感力を持った男性が増え、「男性」
性はより健全なものに。Z世代は、感情的知
性や自己開発を、健全な関係を築く上で不

可欠なものだと主張し、従来の男性像の常

識に疑問を投げかけています。若い男性は

共感力を身につけ、未来の世代への模範

となりながら、傷つきやすさや自分らしさは

財産であることを示し、男性であることの意

味を再定義しています。

4. LGBTQIA+の恋愛が盛んに。
LGBTQIA+の恋愛は、ジェンダーやセクシュ
アリティに対するZ世代のオープンマインドで
インクルージブなアプローチのおかげで大き

く広がっています。この世代はジェンダーや

セクシュアリティの微妙な差異をよく理解して

おり、またオンラインデーティングは、同性の

カップルが出会う方法として最も一般的なも

のとなっています。

5. 異なる背景を持った人との恋愛は例
外ではなく、常識に。Z世代はそれまでの世
代に比べ、より積極的に身の回りの交友関

係から外に出てつながりを築き、様々な壁

を打ち破っています。こうした傾向は異なる

人種や宗教、または国際間の恋愛の増加

につながり、若者がより多様性やインクルー

ジビティを受け入れていることを示していま

す。社会の関係性とデーティングの未来は、

こうした大きな変化により形作られていくで

しょう。

1997年から2012年の間に生まれたZ世
代は、絶えず変化する不確実な世界で

育ちました。彼らは、気候変動や不安定

な政治経済などの困難な状況がある中

でも、その回復力や決断力、固い意志を

もって、世界中を悩ますこれらの課題に

正面から立ち向かう姿を見せています。

逆境に向き合う強さに加えて、彼らは恋

愛のルネッサンスを率いる世代でもあり

ます。Tinderのグローバル・リレーション
シップの専門家として私は、Z世代がデー
ティングの世界を変革していく様子を直

接目の当たりにしてきました。有意義な

つながりを作るという点において、この世

代は、多様性やインクルーシビティに対

するアプローチや、テクノロジーや国際

的なつながりを受け入れる姿勢などに

よって、世界を変えています。

異なる背景を持った人との恋愛は例外ではなく、

常識に。Z世代はそれまでの世代に比べ、より
積極的に身の回りの交友関係から外に出てつ

ながりを築き、様々な壁を打ち破っています。こ

うした傾向は異なる人種や宗教、または国際間

の恋愛の増加につながり、若者がより多様性

やインクルージビティを受け入れていることを

示しています。社会の関係性とデーティングの

未来は、こうした大きな変化により形作られて

いくでしょう。

Tinder リレーションシップインサイト担当グローバルエキスパート
Paul C. Brunson 

Z世代の間に広がる情熱や自分らしさがトレ
ンドとなり成長していく中で、デーティングの

未来は明るいものに見えます。しかし大きな

変化は必ず困難な課題を伴うものです。Z世
代がより健全な人間関係、目的意識に基づ

いた、さらにインクルージブなデーティング環

境を切り開いていく中、人のつながりや恋愛、

自己実現の新時代が到来するでしょう。しか

し同時に私たちは、障害に立ち向かい、乗り

越えていくための準備をする必要があります。

Z世代のデーティング・ルネッサンスを共に受
け入れ、誰もが誇らしく思えるような愛とつな

がりの世界を作っていきましょう。
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